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古来より人々は、地域をさまざまな形で表現してきた。表現方法は、地図や絵画、音楽

など多岐にわたる。人々は自分たちの価値観やパラダイムを通して、地域を思い思いに表

現する。描かれた結果には、それぞれが伝えたい地域の姿が表現されているといえよう。

従来の地誌は、地形、気候、経済などさまざまな分野の記述を羅列したものが多かった。

しかし、最近ではある特定のテーマを設定して、そのテーマに沿った形で地域を記述する

タイプの地誌が見られるようになった。どの形式をとるかは、表現する目的によって決ま

るべきであり、常に同じ形式をとる必要性は全くないだろう。

筆者は宮城県の地誌の記述を数年間にわたって試みた。地誌の記述に関して、水田の造

成と稲作をテーマに取り上げた。米や水田をテーマに取り上げたのは、田園風景は宮城県

の原風景ともいえるものであり、米は県の特産品として知られているからである。

まず、最初の作業として、江戸時代の新田開発の展開を調べた。現在の平野部に広がる

水田の多くは、江戸時代に開発されたものであり、開発の展開を知ることは現在の米所の

基礎を知ることにつながると考えたからである。

People has expressed regions by various means since old times. Some examples of means are

maps, pictures and music. They describe their images of a region under their values and paradigm.

Many topographers have enumerated bits of information to express features of a region. Recently,

they pose subjects, the story centers on the subjects. I think we should select means to describe it

as need depending on the situation.

I have tried to describe the image of the Miyagi Prefecture for many years. I select cultivation of

rice for the subject of describing. There is two reasons for selecting it. Firstly, rural landscape are

considered the basic of the present landscape. Secondly, rice is supposed to be staples in the

Miyagi prefecture.

I researched the development of new field in Edo period. Many rice fields in the Sendai Plain

were exploited in the Edo period. So I consider it is important for understanding the basic of

rice-producing region to investigate the process of exploitation.


